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病
ノ

脈
証 

第
二

　

本
篇
は
痓
・
湿
・
暍
と
い
う
三
種
の
疾
病
の
脈
証
と
治
法
を

論
じ
て
い
ま
す
。『
傷
寒
論
』
に
は
、
そ
の
中
心
を
な
す
三
陰

三
陽
の
証
と
治
を
系
統
的
に
論
じ
た
「
弁
太
陽
病
脈
証
并
治
上

第
五
」
の
前
に
、「
弁
痓
湿
暍
病
脈
証
第
四
」
と
い
う
篇
が
存

在
し
て
い
ま
す
が
、治
方
が
な
く
、条
文
は
ほ
と
ん
ど
全
部
『
金

匱
要
略
』
の
本
篇
と
重
複
し
て
い
ま
す
。『
傷
寒
論
』
の
痓
湿

病
篇
は
、『
金
匱
要
略
』
の
編
集
に
際
し
、
本
篇
に
吸
収
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

本
篇
の
痓
・
湿
・
暍
の
三
病
は
い
ず
れ
も
外
感
の
邪
に
よ
り

発
症
す
る
外
感
病
で
、
太
陽
病
と
同
じ
表
証
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
共
通
点
に
よ
っ
て
こ
の
三
病
は
一
つ
の
篇
に
ま
と
め

ら
れ
、
各
論
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
も
の
で
す
。
風
寒
の
邪
に
よ

る
も
の
は
痓
病
を
発
し
、
湿
邪
と
暑
邪
は
湿
病
と
暍
病
を
生
じ

ま
す
。
し
か
し
邪
の
種
類
も
病
人
の
内
部
条
件
も
『
傷
寒
論
』

の
太
陽
傷
寒
や
中
風
と
は
異
な
る
の
で
、
異
な
っ
た
証
候
と
経

過
を
示
し
ま
す
。

　

痓
病
と
は
、
津
液
不
足
の
人
が
風
寒
の
邪
に
外
感
す
る
と
、

病
人
は
筋
脈
に
栄
養
と
滋
潤
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、

『
傷
寒
論
』
に
あ
る
太
陽
中
風
や
太
陽
傷
寒
と
同
じ
症
状
は
現

さ
ず
、
邪
は
筋
脈
に
侵
襲
し
て
項
背
強
急
や
開
口
不
能
、
い
ち

じ
る
し
い
と
き
は
後
弓
反
張
・
筋
肉
痙
攣
な
ど
筋
脈
の
症
状
を

顕
著
に
現
す
も
の
で
、
痓
は
痙
と
同
音
同
義
で
す
。
痓
病
は
邪

の
侵
入
の
深
さ
と
症
状
の
程
度
に
よ
っ
て
、
剛
痓
・
柔
痓
・
陽

明
痓
の
三
種
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

湿
病
と
は
、
湿
邪
が
筋
肉
や
関
節
に
流
入
し
、
経
絡
中
の
気

血
の
流
通
を
妨
げ
て
、
浮
腫
や
痺
れ
あ
る
い
は
関
節
痛
・
筋
肉

痛
や
そ
の
他
の
症
状
を
生
じ
る
病
で
す
。
湿
邪
に
は
外
湿
と
内

湿
と
が
あ
り
ま
す
が
、
本
篇
は
お
も
に
湿
邪
が
風
寒
の
邪
と
相

合
し
た
外
感
の
湿
病
を
論
じ
て
い
ま
す
。

　

暍
病
は
夏
の
暑
邪
に
傷
ら
れ
た
病
で
、
傷
暑
や
中
熱
と
も
い

い
ま
す
。
大
い
に
汗
を
か
い
て
煩
渇
し
、
体
内
に
熱
が
籠
も
っ

て
息
切
れ
し
、
脈
も
虚
と
な
っ
て
全
身
倦
怠
感
が
い
ち
じ
る
し

い
、
現
代
で
い
う
夏
バ
テ
や
日
射
病
で
す
。
虚
証
・
実
証
・
挟

湿
証
に
分
け
て
い
ま
す
が
、
熱
性
痙
攣
や
意
識
障
害
を
伴
う
重

症
の
熱
中
症
は
本
篇
に
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

［
剛

と
柔

］

条
文
　

二
―
１

　

太
陽
病
、
発
熱
シ
テ
汗
無
ク
、
反
テ
悪
寒
ス
ル
者
ハ
名
ヅ

ケ
テ
剛

ト
曰
ウ
。

条
文
　

ニ
ー
２

　

太
陽
病
、
発
熱
シ
テ
汗
出
デ
、
悪
寒
セ
ザ
ル
ハ
名
ヅ
ケ
テ

柔

ト
曰
ウ
。

　

こ
の
二
箇
条
は
ま
ず
痓
病
に
は
剛
痓
と
柔
痓
の
二
種
類
が
あ

る
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。
痓
病
は
傷
寒
と
同
様
に
風
寒
の
外

邪
を
感
受
し
て
発
症
す
る
の
で
、
そ
の
初
期
症
状
は
ま
ず
太
陽

病
と
し
て
現
れ
ま
す
。
剛
痓
・
柔
痓
の
区
別
は
、
両
方
と
も
発

熱
は
あ
り
ま
す
が
、
剛
痓
は
表
寒
実
証
で
陽
気
は
皮
下
に
鬱
閉

さ
れ
て
外
達
で
き
ず
、
汗
は
な
く
悪
寒
が
あ
る
の
に
対
し
、
柔

痓
は
表
寒
虚
証
で
邪
は
肌
表
に
あ
り
、
陽
気
は
外
達
し
て
い
る

の
で
汗
が
出
て
悪
寒
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
痓
病
の
主
証
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
こ
こ
で
は
提
示
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

［
難
治
の

病
］

条
文
　

二
―
３

　

太
陽
病
、
発
熱
シ
テ
脈
沈
細
ノ
者
ハ
、
名
ヅ
ケ
テ

ト
曰

ウ
、
難
治
タ
リ
。

　

一
般
的
に
は
、
痓
病
の
初
期
に
は
発
熱
や
悪
寒
な
ど
の
太
陽

の
表
証
が
現
れ
、
脈
は
後
の
条
文
に
あ
る
よ
う
に
緊
弦
で
あ
る

の
が
普
通
で
す
。
こ
こ
に
出
て
い
る
沈
細
の
脈
と
は
、
陰
証
で

津
虚
血
少
の
脈
で
す
か
ら
、
ま
ず
は
じ
め
に
難
治
で
予
後
不
良

の
証
を
出
し
た
の
で
し
ょ
う
。

［
誤
治
に
よ
る

病
］

条
文
　

二
―
４

　

太
陽
病
汗
ヲ
発
ス
ル
コ
ト
太オ

オ

イ
ニ
多
ケ
レ
バ
因
リ
テ

ヲ

致
ス
。


